
【特徴】
 さびの状態(正常，異常)の定量的な診断が可能
 測定時間が短く、１日で多くの測定が可能
 非破壊で測定が可能

ＲＳＴ法(イオン透過抵抗測定法)

耐候性鋼橋梁の

・保護性さび診断
・異常さびの診断
・さび状態のモニタリング

ができる定量的な診断技術

2012年1月23日～2017年10月19日まで
NETIS（新技術情報提供システム）に登録※1

※1）公知実績より登録終了。



日鉄防食の信頼性に優れた定量的な診断技術
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● I 評点

Ｉ-5 初期さび・未成長さび(A)

Ｉ-4 保護性さび

Ｉ-3 未成長さび(B)

Ｉ-2 要観察状態を示すさび(A)

Ｉ-2’要観察状態を示すさび(B)

Ｉ-1 異常を示すさび

保護性さび

要観察状態を示すさび（A）
【うろこ状さび】

イオン透過抵抗とさび・被膜厚の関係から、さび・被膜状態を定量的に診断

・耐候性鋼橋梁(裸使用)の診断例
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・耐候性鋼橋梁(さび安定化補助処理)の診断例

保護性さび・被膜
【被膜劣化なし】

保護性さび・被膜
【さびに置換】

要観察状態を示すさび・被膜（B）
【被膜劣化・こぶ状さび】

● I 評点

Ｉ-5 未成長さび・被膜(A)

Ｉ-4 保護性さび・被膜

Ｉ-3 未成長さび・被膜(B)

Ｉ-2 要観察状態を示すさび・被膜(A)

Ｉ-2’要観察状態を示すさび・被膜(B)

Ｉ-1 異常を示すさび・被膜
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※4

※2

※2 さび厚は、電磁膜厚計を用いて計測します。

※4 さび・被膜厚は、電磁膜厚計を用いて計測します。

※1 イオン透過抵抗値は、イオン透過抵抗測定装置を用いて計測します。

※1

※3

※3 イオン透過抵抗値は、イオン透過抵抗測定装置を用いて計測します。


